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研究成果の概要（和文）： 
この研究の目的は、若年層の自殺への態度を明らかにし、効果的な啓発と自殺予防教育の
方法を開発することである。まず、ある調査会社の 1000 人に自殺への態度の関するアン
ケートを実施した。因子分析により二因子構造が明らかになり、テキストマイニングによ
って死と自殺に関するイメージスキーマが見出された。次に、86 名の中学教師を対象とし
たアンケート調査からは、学校での自殺予防の課題が明確になった。最終的に、学校で実
施する自殺予防プログラム「GRIP」を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of this study is to clarify the attitude of young people to suicide, to develop the 
ways of suicide awareness and prevention education effective.  1000 samples who 
were registered to  research company have answered questionnaire about the attitude 
to suicide. Two-factor structure has revealed by factor analysis, and image schema 
about death and suicide have found by text-mining. By the questionnaire which has 
been answered by 86 junior-high school teachers, it became clear that tasks of suicide 
prevention in schools. Finally, a school based suicide prevention program “GRID” has 
been developed 
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１．研究開始当初の背景 

日本では 15 歳～19 歳の世代では、自殺は
不慮の事故と並び第 1の死因である（Ｈ21 人
口動態統計）。12 歳から 17 歳の 1726 人への
アンケートによると、これまで死にたいと考

えたことがあるのは 40.4％で、自傷の経験は
9.6％に認められた（Matsumoto et al., 2008）。
自殺の潜在的な因子である自傷を行う若者
は、相談相手に大人ではなく友人を選択する
傾向が指摘されている(Hawton & Rodman, 
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2006;松本他訳 2008）と同時に、子どもは友
人や周囲の大人の自傷・自殺に影響を受けや
すいことが指摘されている（Fiegelman, & 
Gorman, 2008）。そのため、自傷・自殺のよ
うな深刻な問題に対し、友人間での相談はよ
り深刻な事態をもたらすこともありえる。 

日本において、若年層の自殺予防に資する
研究が必要と考えられた。 
２．研究の目的 
（１）本研究では、若年層（20 代、もしくは
30 代）の自殺・自殺予防への態度構造を明ら
かにし、態度の個人差に対応したより有効な
普及啓発、あるいは自殺予防教育の内容を明
らかにすることで、自殺予防に資する知見を
得ることを目的とした。 
  
３．研究の方法 
（１）モニター調査：調査会社に登録された、
20 代から 60 代までの男女各 100 名、計 1000
名のモニターを対象に川野（2003）で作成し
た項目などを含む調査を実施し、自殺への態
度を測定する尺度を作成した。また同時に収
集した自殺と死に関する自由記述データに
ついて、テキストマイニングを行った。 
（２）教員質問紙調査：学校関係者へのヒア
リングを予備的に実施したうえで、中学教員
８６名を対象に、学校での自殺予防について
の調査を実施した。 
（３）プログラム作成：調査結果を受けて、
中学校で実施可能な、自殺予防教育プログラ
ムを開発し、実行可能性を検討した。従来、
学校での自殺予防としては、生徒にいのちの
大切さを伝える取り組みがある。これは、す
べての生徒に理解してもらいたい重要な内
容であるが、残念ながら、自傷・自殺の危険
性が迫っている生徒に、例えば、虐待で悩ん
でいる生徒に「親にもらった命を大切に」と
伝えても、伝わらない。他方、米国などで実
施されている「自傷・自殺を理解し、相談の
方法を知る」といった自殺関連行動に特化し
たプログラムは、そのようなハイリスクの生
徒にとって具体的に役立つ内容だが、教室の
中には、自傷・自殺の話を聞きたくない・あ
るいは聞かせるべきではないと教員が考え
る、生徒がいるかも知れないという状況があ
る。したがって、副作用が少なく、かつ有効
なプログラムを開発するべきであると考え
られた。 
 
４．研究成果 
（１）項目分析を経て、９項目からなる自殺
への態度尺度を作成した。自殺への態度が行
政への取り組みへの期待を構成するとした
仮説に基づき検討した。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
その結果、自殺を権利として捉える態度、病
気として捉える態度、手段として捉える態度
の 3要因構造が確認された。また、自殺を病
気とみなすことで自殺対策に肯定的に、自殺
を権利とみなすことで否定的になる様子が
見出された。さらに、その得点分布に性差・
世代差が見出された。 

 

 
また、自由記述データの分析からは、人々が
死や自殺に見出す動き＜プロセス＞には違
いがみられた。すなわち死は、旅路メタファ
および隣人到来メタファ（死に向かい移動す
る、死が訪れる）で語られ、自殺は事故メタ
ファおよび因果論（障害／原因説明）のスト
ーリーで語られており、自殺という出来事の
理解において機能する解釈枠組み＝イメー
ジスキーマの存在を仮定することが重要と
思われた。 
（２）中学教員への調査からは、教師の経験
として「自殺をほのめかす生徒がいた」
48.6％、「リストカットをする生徒がいた」
90.3％、「自殺やいのちの大切さをテーマと
した授業を行った」31.9％、一方で「自殺を
ほのめかす生徒にその死にたい気持ちを聞
く」ことが不安な教師は 81.8％、「自傷して
いる生徒に、傷について聞くの」が不安は
72.7％、「自殺が起こった時に、遺された生
徒に適切に話をする」のが不安は 79.7％であ
った。 
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 また、報告者の講演後のアンケートの自由
記述を整理すると、学校での対策への提案が
示される一方で、学校現場の困難感を反映す
る意見がみられた。 
1）教師間の情報共有を重視する意見は多い
が、「抱え込んでいる教師が多数居るのでは
ないか」という指摘があり、また「情報共有
をしたほうがよいのかどうか、悩むことがあ
る」という意見もあった。 
２）生徒の抱える悩みをキャッチする手段・
方法・しくみづくりを重視する意見がある一
方、「自殺を確実に遂げる生徒は、事前にサ
インを出さないあるいは出せない生徒」とい
う意見もあった。 
３）生徒とじっくり向き合う機会を重視する
意見が多かったが、「個別対応が有効なこと
は分かるが、全体指導のようなことはできな
いのか」という疑問、また「いのちの大切さ
に関するレクチャーや討論会を実施する」提
案と「模倣（自殺）を防ぐことと自殺につい
て考えさせることの兼ね合いがわからない」
という疑問もあった。 
自殺予防に教師が取り組むうえで、教師の

個別の状況での対応の難しさとともに、学校
での体制づくり、という方向性が共通して求
められていた。そのためには、手引きの活用、
授業案の作成など、複数の教師が参加する
「機会」を設けて、情報共有を進めていくこ
とが有効かも知れない。 
（３）精神科医、教員に意見を聞きながら、
精神医療、心理の専門家ではなく、学校教員
が実施するための自殺予防プログラム GRIP
を開発した。GRIP の狙いは、生涯を通じて自
らのこころの健康を適切に管理し，改善して
いく資質や能力を育てることで、こころの健
康の専門家ではなく、教育現場で教員によっ
て実施するものである。こころの健康管理の
基本パターンとして「挑戦と回復」をかかげ、
多段階の目標が設定されている。本プログラ
ムのワークブックでの生徒へのメッセージ
Let's try to grip your feeling ! を象徴
する単語として、また教員には本プログラム
のキーワード（ 段階的アプローチ Gradual  
approach,  挑 戦 と 回 復 challenge and 
Resilience, 学校での実施 In a school 

setting, 学習の足場をつくる Prepare 
scaffolding）を想起する手がかりとして、
プログラム名を GRIP とした。特に、自傷や
自殺については、教員との関わりの中で対応
の仕方を身につけるように、生徒に学習の機
会を提供するものである。 
GRIP は、3つの「教員の準備用パワーポイ

ント資料」と 2種類の「生徒向けプログラム」
から構成されていた。 
中学校 1校の協力を得て中学 1年生の 2ク

ラスを対象に GRIP を実施した。GRIP の授業
観察および実施後に行われた教員とのプロ
グラム検討会であげられた意見をもとに、
GRIP の改善を行った。具体的には、GRIP の
内容や量、授業における運用方法（例．クラ
スで意見交換をする箇所の検討）、生徒への
配慮（例．自己開示への配慮、グループワー
クの場合の人数構成）などである。我が国の
学校現場の対人資源や学習指導要領との兼
ね合いのなかで、より現場の教員が実施しや
すく、一定の効果をばらつきなく生徒にもた
らす自殺予防プログラムを作ることが出来
た。 
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